
〜
今
、
も
う
一
度
、
男
女
共
同
参
画
の
必
要
性
を
考
え
る
〜　

　

前
回
は
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和(

ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス)
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

社
会
経
済
の
背
景
や
課
題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和

(

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス)
」
が
め
ざ
す
社

会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
個
人
・
家
庭
を
は
じ
め
国
・
地
方
自

治
体
、
企
業
に
お
け
る
取
り
組
み
が
重
要
と
な

り
ま
す
が
、
特
に
企
業
に
お
け
る
取
り
組
み
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

� 

そ
こ
で
、
企
業
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
取
り
組
ん
だ
場
合
に
考
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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の
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低
下
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優
秀
な
人
材
の
確
保
（
採
用
）

�

○
従
業
員
の
満
足
度
や
仕
事
へ
の
意
欲
の
向
上

�

○
従
業
員
の
生
活
者
と
し
て
の
視
点
や
創
造
性
、

　

時
間
管
理
能
力
の
向
上

�

○
コ
ス
ト
削
減
（
残
業
代
な
ど
）

�

○
生
産
性
や
売
り
上
げ
の
向
上

�

○
従
業
員
の
能
力
向
上

�

○
企
業
イ
メ
ー
ジ
や
評
価
の
向
上

�

○
従
業
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進

�� 　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る

こ
と
に
よ
り
、
社
会
全
体
の
活
性
化
や
生
活
の

質
的
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

� 　

少
し
で
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が

め
ざ
す
社
会
に
近
づ
け
る
よ
う
、
個
人
・
家
庭

を
は
じ
め
企
業
、
国
・
地
方
自
治
体
な
ど
社
会

全
体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

� 　

次
回
は
、
日
野
町
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

〜
ひ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
21
〜
（
改
定
）
に

関
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
掲
載
は
、
隔
月
で

予
定
を
し
て
い
ま
す
。�

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
し
た

社
会
と
は
、
下
図
の
よ
う
な
社
会
の
こ
と
で
す
。

� 　

現
在
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
上
で
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

� 　

こ
れ
ら
の
課
題
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
め
ざ
す
社
会

に
近
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

・仕事に追われ、心身ともに疲労し、自

己啓発、家庭、地域に関わるのが困難。

健康を害される方が増えている。

・地域活動では、人口減少に伴い、担い

手不足となってくる。

�・安定した仕事に就けず、経済的自立が

困難であり、結婚、育児をはじめ将来

設計に不安がある。

・企業では、人口減少に伴い、今後、労

働力不足となってくる。

・男性を中心とした長時間労働などが原

因で、結局、働く女性には仕事と家事

等の二重の負担がある。

　働く人々の健康が保たれ、家族や友人

たちとの充実した時間、自己啓発や地域

活動に参加する時間が持てる社会

　安心して結婚や子育てなどに関する希

望が実現できるよう、経済的に自立でき

る働き方が可能となり、くらしの経済的

基盤が確保できる社会

�　だれもが自らの意欲と能力をもって、様々

な働き方や生き方に挑戦できる機会があ

り、子育てや介護など、個人個人の事情

に応じて柔軟な働き方が選択でき、公正

に処遇される社会

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

基
本
計
画
で
あ
る
『
日
野
町
男
女
共
同

参
画
行
動
計
画
〜
ひ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
プ

ラ
ン
21
〜
』
を
平
成
11
年
12
月
に
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
各
種
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

� 　

こ
の
計
画
は
10
か
年
の
計
画
で
あ

り
本
年
度
が
目
標
年
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
12
月
に
町
長
が
日
野

町
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
（
第
五
期
）
に
、

「
日
野
町
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
〜

ひ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
21
〜
の
今

後
の
方
向
に
関
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て

諮
問
を
行
い
ま
し
た
。

� 　

こ
れ
を
受
け
て
日
野
町
男
女
共
同
参

画
懇
話
会
で
は
、
矢
島
孝
男
会
長
ほ
か

９
名
の
委
員
さ
ん
と
京
都
女
子
大
学
の

若
杉
貞
子
氏
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

参
画
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
18
年
度
に

町
が
実
施
し
た
『
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査
』
の

結
果
分
析
を
は
じ
め
、
日
野
町
男
女
共

同
参
画
行
動
計
画
の
改
定
に
つ
い
て
14

回
に
わ
た
る
会
議
を
重
ね
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
去
る
、
平
成
20
年
12

月
25
日
に
は
、
矢
島
会
長
と
端
野
と
み

子
副
会
長
か
ら
答
申
書
を
町
長
へ
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

� 　

現
在
、
町
で
は
こ
の
答
申
書
を
も
と

に
、『
日
野
町
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画

〜
ひ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
21
〜
』
の

改
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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